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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★ 


皆さん、こんにちは。お久しぶりです、makiです。もう９月です。早いですね～。さて、今年もカラオケキャラバンを行なうことになりました！今日はそのキャラバンの宣伝・説明と総合活動についてお話ししたいと思います。
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OoOoOo　カラオケキャラバンと総合活動　OoOoO
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キャラバンは今年で3年目です。ブラジル各地で行なわれ、2005年に基金のプログラムで「先駆的・創造的事業」として選ばれた事業です。目的は歌を通して広く一般に日本の若者文化をブラジルの若者にアピールすることです。それによって、ひとりでも多くの若者が日本文化に興味を持ち、日本語学習をはじめてくることを望んでいます。

キャラバンは大きく3部に分かれており、以下の催しを用意しております。

1 ジャパン･ポップ･コンサート:日本で最近流行しているアーティストのビデオクリップを上映します。今年はGackt、コブクロ、ジェロなどいろいろなジャンルのアーティストを予定しています。

2 歌を使った日本語の授業のデモンストレーション:　地方の先生が歌を使った日本語の授業のデモンストレーションを行ない、日本語を学習したことがない観客も少し覚えて帰ることができます。
3 ブラジル人若者によるカラオケコンクール: 日本語学習者と会場にいる若者の飛び入り参加によるカラオケコンクールで、各地方大会で際立った人を2名選出し、サンパウロで行なわれる全伯大会に招待します。
今年は地方協力機関のほか、インターネット上ラジオ「ラジオ・バンザイ」と｢Made in Japan誌｣(日本文化をポルトガル語で紹介している有名な雑誌)の出版社JBCの多大な協力をいただいております。地方協力機関は①リオデジャネイロ日伯文化協会、②汎アマゾニア日伯協会、③セアラ州立大学、④ヴァレ・ド・リオ・ドス･シノス大学、⑤パラナ日伯文化連合会、⑥ブラジリア日本語普及協会、⑦西部アマゾニア日伯協会等にご協力いただいております。誠にありがとうございます。

今年のキャラバンはブラジル８ヶ所を回る予定で、サンパウロ、リオデジャネイロ、ブラジリア、ロンドリーナ、サンレオポルド、マナウス、ベレン、フォルタレーザで行われ、トップバッターはリオです。このメルマガが出るころはリオのキャラバンは残念ながらもう終わっていますが、ほかのところがあるので、ぜひぜひ見に来てください。日程、時間、会場等は当センターのサイトをご覧ください。
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さて、話が変わります。

皆さんはいくつかの課を教えた後、復習を兼ねた｢総合活動｣を行なうことがありますか。私が担当しているクラスは初級後半で、学生は条件の｢と｣、｢たら｣や動詞の受身形、可能形、｢～たり、～たり｣、｢～し、～し｣などの文型を習ったあとに｢ロボット作成｣という活動を行なっています。授業１コマをこの総合活動のために使用し、活動方法は事前に学生に説明しておきます。

｢ロボット作成｣はまず学生たちをグループに分けて今まで覚えた語彙、文型、表現などを使って、あるロボットの説明をする活動です。

既習語彙や文型などを使って多くの文を考える時間を与えて、最後にグループごとに発表させます。文はある紙に書かせます。

ロボットの説明を簡単にするために、絵を描いたり、グループのメンバーをロボット代わりにしたりして説明のオプションを与えます。

発表時には、教師は各グループが考えた文の紙をコピーし、各グループに発表してもらいます。その時、以下の点を評価します。

1 書かれた文の数

2 書かれた文の正確さ

3 グループのメンバーの参加度

4 グループの創造力

このためにほかのクラスの先生に評価してもらうというのもいいかもしれません。

この活動を行なってみて、気づいたことは、学生が思った以上に上手に日本語で文章が書けるのに驚きました。あるグループが書いたもの(原文、訂正なし)をみてみましょう。

｢世の中には人間が便利に生活するのはほしいから、ロボットを買わなくてはいけません。このロボットはとても便利です。安いし、かわいいし、みんなに人気があるし、その上、じしょがつきます。何もしたくないとき、ロボットはししゅくだいしたり、かいものしたり、そうじしたりしてくれます。このボタンをおして、ロボットのタイマーをプログラムすると、人がロボットにおこされる。．．．マニュアルだと、もしロボットがこわれたら自分でなおれるようになるそうです。｣

これを考えたときは、学生は簡単な文をたくさん書いていくのではないかと思っていましたが、私の期待以上に作文を書いてくれました。現在教えている機関では、会話中心なので、それ以前のクラスでは作文を書くチャンスはあまりなく、学生がどのくらい日本語が書けるのかが見当がつきませんでした。

また、学生たちはグループで発表することによって自信がついて以前より授業中発話が多くなりました。

それから、教師にとっては学生たちが今まで習った文型や語彙をどのくらい発揮できるのかを知ることができ、学生には｢書ける、話せる｣という達成感、満足感が出てきたのではないかと思います。

皆さんは自分のクラスでどんな総合活動を行なっていますか？行なってみて楽しかった、達成感があった思える活動がありましたら、ぜひぜひ教えてください。

　OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo 
OoOo　　　おわりに　　　OoOo 
OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo 
9月、10月はキャラバンのため、ブラジルのあちこちを飛び回ります。もし、どこかでお会いしましたら、声をかけてください。皆様の話、コメントなどが何よりも私たちを励ましてくださるものだと思います。それでは、また。
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